
【様式１－１】

中土佐町　長寿命化修繕計画

令和4年12月

中土佐町　建設課



１．長寿命化修繕計画の目的

１）背景

２）目的

２．長寿命化修繕計画の対象ロックシェッド

長寿命化修繕計画の対象：

・町道鎌田大野線　N=1基

・町道二ツ石線　　N=1基

３．計画期間

町道

2

2

2

2全管理ロックシェッド数 2

合計

うち平成30年度計画策定ロックシェッド数

うち令和4度計画策定ロックシェッド数

令和4年

令和34年

うち計画の対象ロックシェッド数

　中土佐町が管理するロックシェッドは、令和4年

現在で2基が供用されており、30年後には、全ての

ロックシェッドが建設後50年を経過する。

 これらの高齢化を迎えるロックシェッドに対し

て、従来の事後保全型の維持管理を続けた場合、
ロックシェッドの修繕・更新に要する費用が増大
となることが懸念される。

 このような背景から、より計画的なロックシェッドの維持管理を行い、限られた財源の

中で効率的にロックシェッドを維持していくための取り組みが不可欠となる。

 コスト縮減のためには、従来の事後保全型から、“損傷が大きくなる前に予防的な対策を

行う”予防保全型への転換を図り、ロックシェッドの寿命を延ばす必要がある。

 そこで中土佐町では、将来的な財政負担の低減および道路交通の安全性の確保を図るた

めにロックシェッド長寿命化修繕計画を策定する。

50年未満 50年以上

2

22

0基 2基

年度

供用年と基数の関係

供用年

2基 0基

　本計画の計画期間は、令和5年度から50年間とする。



４．対象施設の状態等

※供用年数は、令和4年現在とする。

所在地

点検年度

次回点検時期

高知県高岡郡中土佐町久礼 高知県高岡郡中土佐町久礼

令和4年度 令和4年度

令和9年度 令和9年度

その他 Ⅱ

Ⅱ

Ⅰ

－

Ⅱ

Ⅱ

0.030km

Ⅱ

－

路線名

架設年度

供用年数

5.50m幅員

　本計画の対象施設の概要及び定期点検結果は、以下のとおりである。

対象施設の概要及び定期点検結果

施設名

施設状況写真

町道二ツ石線ロックシェッド町道鎌田大野線ロックシェッド

町道鎌田大野線

部材単位の判定
区分

上部構造

下部構造

構造形式

最大ブロック長

ブロック数

緊急輸送路

迂回路の有無

海岸線からの距離

町道二ツ石線

2001年

21年

5.10m

12.0m

31m
2

Ⅱ

107.0m

589m
2

PC製逆L型

10.20m

13

指定無し

有

0.002km

海岸

1992年

30年

Ⅰ

PC製片持梁

12.00m

1

指定無し

有

主梁

横梁

壁・柱

受台

延長

面積

底版・基礎

支承部

頂版

谷側条件

施設毎の判定区分

Ⅱ

－

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

その他

Ⅱ

－



５．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針

１）健全度の把握の基本的方針

定期点検（概略点検）や日常的な維持管理によって得られた結果に基づき、

ロックシェッドの損傷を早期に発見するとともに健全度を把握する。

２）日常的な維持管理に関する基本的な方針

パトロール車による内面の変状について点検を行う。

６．対象ロックシェッドの老朽化対策に関する基本的な方針

７．対象ロックシェッドの優先順位

耐荷性:低

耐荷性:高

重要度:高 重要度:低

計画的かつ予防的な修繕対策の実施へと転換を図り、ロックシェッドの寿命を100 年間と

することを目標とし、修繕及び更新に要するコストを縮減する。

　町が管理する対象となるロックシェッドの中で、架設後50年以上経過したロック

シェッドは現状はないが、近い将来一斉に更新時期を迎えることが予想されることから、

総合評価値と諸元重要度の関係

諸元重要度の各項目の評点設定

　本計画の優先順位は、施設毎の耐荷性に基づいて算出した｢総合評価値｣および下表の

諸元項目により算出した｢諸元重要度｣より、優先順位を決定する。



８．対象ロックシェッドごとの概ねの点検時期及び修繕内容・時期又は更新時期

様式１－２による

９．新技術等の活用方針

１０．長寿命化修繕計画による効果及び費用縮減に関する具体的な方針

１１．計画策定担当部署

１）計画策定担当部署

　中土佐町　建設課　tel：0889-52-2472

　ロックシェッドの定期点検及び修繕等を実施するにあたり、点検支援技術性能カタログ

(案)及び新技術情報提供支援システム(ＮＥＴＩＳ)に掲載される情報等、道路メンテナン

スに関わる新たな動向を的確に捉え、新技術等の活用の検討を行い、定期点検の効率化や

高度化、修繕等の措置の省力化や費用削減を図る。

　また、損傷に起因する通行制限等が減少し、道路の安全性・信頼性が確保される。

　長寿命化修繕計画を策定する2基について、今後50年間の事業費を比較すると、従来の

事後保全型が9.6億円に対し、長寿命化修繕計画の実施による予防保全型が4.7億円とな

り、コスト縮減効果は約4.9億円となる。
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約4.9億円

コスト縮減



【様式１－２】
８．対象ロックシェッドごとの概ねの点検時期及び修繕内容・時期又は更新時期

凡例：　　　　対策を実施すべき時期を示す。

2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032

鎌田大野線 町道 鎌田大野線 107.00 1992 31 R4
点検 点検

二ツ石線 町道 二ツ石線 12.00 2001 22 R4
点検 点検

5 5

2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042

鎌田大野線 町道 鎌田大野線 107.00 1992 31 R4
点検 点検

二ツ石線 町道 二ツ石線 12.00 2001 22 R4
点検 点検

48 47 46 50 47 29 5

2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052

鎌田大野線 町道 鎌田大野線 107.00 1992 31 R4
点検 点検

二ツ石線 町道 二ツ石線 12.00 2001 22 R4
点検 点検

5 8 5

2053 2054 2055 2056 2057 2058 2059 2060 2061 2062

鎌田大野線 町道 鎌田大野線 107.00 1992 31 R4
点検 点検

二ツ石線 町道 二ツ石線 12.00 2001 22 R4
点検 点検

5 5

2063 2064 2065 2066 2067 2068 2069 2070 2071 2072

鎌田大野線 町道 鎌田大野線 107.00 1992 31 R4
点検 点検

二ツ石線 町道 二ツ石線 12.00 2001 22 R4
点検 点検

15 17 31 19 22 19 40

対策の内容・時期

対策の内容・時期

合　計　　（百万円）

合　計　　（百万円）

橋梁名
道路
種別

路線名
延長
(m)

架設
年度

供用
年数

最新
点検
年次

合　計　　（百万円）

橋梁名
道路
種別

路線名
延長
(m)

架設
年度

供用
年数

最新
点検
年次

対策の内容・時期

橋梁名
道路
種別

路線名
延長
(m)

合　計　　（百万円）

橋梁名
道路
種別

路線名
延長
(m)

架設
年度

供用
年数

最新
点検
年次

架設
年度

供用
年数

最新
点検
年次

対策の内容・時期

合　計　　（百万円）

対策の内容・時期

橋梁名
道路
種別

路線名
延長
(m)

架設
年度

供用
年数

最新
点検
年次

表面被覆、断面修復、ひびわれ注入等

表面被覆、断面修復、ひびわれ注入等

表面被覆、断面修復、ひびわれ注入等

表面被覆、断面修復、ひびわれ注入等

表面被覆、断面修復、ひびわれ注入等
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